
市
議
会
6
月
定
例
会
か
ら

　
市
議
会
６
月
定
例
会
が
、
６
月
４
日
か
ら
21
日
ま
で
の
18
日
間

に
わ
た
っ
て
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
議
会
で
は
、
市
長
提
案
14
件
、

議
員
提
案
２
件
の
計
16
件
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
ま
し
た
。
内
容
は
、

条
例
４
件
、
予
算
１
件
、
契
約
２
件
、
財
産
４
件
、
道
路
１
件
、

そ
の
他
１
件
、
意
見
書
２
件
（
議
員
提
案
）、
人
事
１
件
で
、
い

ず
れ
も
可
決
ま
た
は
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　
　

条
　
例

　

地
方
税
法
の
改
正
に
伴
う
も
の
、

就
学
前
の
子
ど
も
に
関
す
る
教
育
、

保
育
等
の
総
合
的
な
提
供
の
推
進

に
関
す
る
法
律
の
改
正
に
伴
う
も

の
、
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
に

伴
う
も
の
の
一
部
改
正
（
４
件
）

を
行
い
ま
し
た
。

　
　

予
　
算

　
「
５
つ
の
重
点
目
標
」、「
６
つ

の
ま
ち
づ
く
り
」、
お
よ
び
「
Ｋ

Ｙ
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
に
か
か
わ
る

事
業
で
、
速
や
か
に
取
組
み
が
必

要
な
政
策
的
経
費
や
、
緊
急
に
補

正
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
、
事
業

執
行
上
支
障
を
き
た
す
経
費
な
ど

を
中
心
に
計
上
し
ま
し
た
。

　

補
正
規
模
は
、
一
般
会
計
で
４

億
６
１
４
６
万
円
の
追
加
で
、
補

正
後
の
全
会
計
の
予
算
規
模
は
１

６
６
０
億
６
５
２
万
円
、
前
年
同

期
比
で
は
3.4
パ
ー
セ
ン
ト
の
減
と

な
り
ま
し
た
。

　
　
契
　
約

　

ま
つ
も
と
市
民
芸
術
館
の
舞
台

音
響
設
備
工
事
お
よ
び
舞
台
機
構

設
備
工
事
の
請
負
契
約
の
締
結
を

行
い
ま
し
た
。

　
　

財
　
産

　

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
、
除
雪
車

お
よ
び
学
校
給
食
用
食
器
を
取
得

し
、
新
松
本
工
業
団
地
用
地
を
処

分
し
ま
し
た
。

　
　

道
　
路

　

５
路
線
を
市
道
と
し
て
認
定
し

ま
し
た
。

　
　

そ
の
他

　

道
路
事
故
に
よ
る
損
害
賠
償
請

求
事
件
に
係
る
控
訴
の
提
起
を
行

い
ま
し
た
。

　
　

意
見
書

　

次
の
意
見
書
が
、
国
会
お
よ
び

関
係
行
政
庁
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

◦�

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の

堅
持
を
求
め
る
意
見
書

◦�

へ
き
地
手
当
等
支
給
率
を
近
隣

県
並
み
の
水
準
に
戻
す
こ
と

を
求
め
る
意
見
書

　
　

人
　
事

　

農
業
委
員
会
委
員
と
し
て
、
次

の
26
人
を
任
命
す
る
こ
と
に
同
意

さ
れ
ま
し
た
。

�

（
敬
称
略
）

　

田
中
悦
郎
（
今
井
）、
小
林
弘

也
（
中
山
）、
丸
山
茂
実
（
内
田
）、

窪
田
英
明
（
野
溝
東
）、
橋
本
実

嗣
（
奈
川
）、
岩
垂
治
（
笹
賀
）、

竹
島
敏
博
（
稲
倉
）、
中
川
敦
（
里

山
辺
）、
古
沢
明
子
（
梓
川
上
野
）、

前
田
隆
之
（
安
曇
）、
栁
澤
元
吉

（
新
村
）、
中
條
幸
雄
（
岡
田
下
岡

田
）、
青
木
秀
夫
（
筑
摩
）、
百
瀬

道
雄
（
入
山
辺
）、
塩
原
忠
（
神

林
）、
波
多
腰
哲
郎
（
波
田
）、
河

西
穂
高
（
寿
北
）、
濵
博
（
島
立
）、

河
野
徹
（
島
内
）、
金
子
文
彦
（
中

川
）、
長
谷
川
直
史
（
和
田
）、
三

村
晴
夫
（
今
井
）、
二
村
喜
子
（
梓

川
梓
）、
塩
野
﨑
道
子
（
並
柳
）、

上
條
信
太
郎
（
和
田
）、
堀
口
崇

（
巾
上
）

「
第
23
回
松
本
市
平
和
祈
念
式
典
」
と　
　
　
　

　
　
　

「
平
和
の
集
い
」
を
開
催
し
ま
す

　

核
兵
器
の
廃
絶
と
世
界
恒
久

平
和
を
願
い
、
終
戦
記
念
日
に

開
催
し
ま
す
。
式
典
会
場
で
は
、

広
島
平
和
記
念
資
料
館
か
ら
借

用
す
る
「
サ
ダ
コ
と
折
り
鶴
ポ

ス
タ
ー
」
を
展
示
し
ま
す
の
で
、

併
せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

夏
の
軽
装
（
ク
ー
ル
ビ
ズ
）
で

お
越
し
く
だ
さ
い
。

◆
日
程　

８
月
15
日
㈬

　
式
典

◆
時
間　

　

午
前
９
時
30
分
～
10
時
30
分

◆
会
場　

あ
が
た
の
森
公
園

　

平
和
ひ
ろ
ば
平
和
祈
念
碑
前

◆
内
容　

　

折
鶴
献
呈
、
平
和
都
市
宣
言
、

広
島
平
和
記
念
式
典
参
加
中
学

生
感
想
発
表
、
平
和
へ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
、
平
和
合
唱
な
ど

　
平
和
の
集
い

◆
時
間　

　

午
前
10
時
45
分
～
正
午

◆�

会
場　

あ
が
た
の
森
文
化
会　

館　

２－

８
会
議
室

◆�

内
容　

平
和
の
詩
の
朗
読
、

被
爆
体
験
伝
承
者
講
話
な
ど

◆
申
し
込
み　

　

折
鶴
献
呈
、
平
和
の
集
い
に

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事

前
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す

◆
問
い
合
わ
せ　

平
和
推
進
課

（
本
庁
舎
２
階　

☎
33－

４
７

７
０　
ｆ
33－

１
８
７
７
）

平
成
30
年
７
月
豪
雨
災
害
義
援
金

　

平
成
30
年
台
風
７
号
と
前
線
等
に
伴
う
大
雨
に
よ
り
、
西
日
本

を
中
心
に
甚
大
な
被
害
が
で
ま
し
た
。
被
災
さ
れ
た
方
々
を
支
援

す
る
た
め
、
義
援
金
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
義
援
金
は
、
日
本

赤
十
字
社
を
通
し
て
被
災
地
の
皆
さ
ん
に
お
届
け
し
ま
す
。

◆
受
付
期
間　
　

30
年
12
月
28
日
（
金
）
ま
で

◆
受
付
場
所　
　

本
庁
舎
１
階
市
民
相
談
課

◆
問
い
合
わ
せ　

�

行
政
管
理
課（
本
庁
舎
２
階　

☎
33－

４
７
７
０　

ｆ
33－

１
８
７
７
）
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